



　日　時 : 平成 27年 1月 22日（木）9 : 30～17 : 30



























日　時 : 平成 27年 2月 3日（火）13 : 00～14 : 30
場　所 : M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 16名




日　時 : 平成 27年 2月 5日（木），6（金）
場　所 : とどろきアリーナ
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日　時 : 平成 27年 5月 12日（火）12 : 15～13 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），出席者数＋委任状数 : 49名
（5）　平成 27年度　第 1回定例研究会（情報科学研究所・経営研究所共催研究会）
日　時 : 平成 27年 6月 23日（火）12 : 20～14 : 00




日　時 : 平成 27年 6月 30日（火）12 : 15～13 : 30
場　所 : M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 16名
報告者 :  Dr. Hai Nguyen, Post-doctoral researcher, Department of Health and Social Management, Faculty of 
Social Sciences and Business Studies, The University of Eastern Finland
演　題 :  “Implementation of health information systems in hospitals̶What we learned from the Nordic coun-
tries”
（7）　平成 27年度　第 2回定例研究会
日　時 : 平成 27年 7月 14日（火）12 : 20～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 16名
①報告者 : 土屋翔一（ネットワーク情報学部）




日　時 : 平成 27年 7月 31日（金） 10 : 00～17 : 30





























　演　題 : 情報教育を活性化させる神情協の取り組み　～ PBL実践演習成果を世の中へ～
（9）　平成 27年　第 4回定例研究会（大学院生大会）
日　時 : 平成 27年度 10月 13日（火）12 : 20～14 : 00




日　時 : 平成 27年 10月 27日（火）12 : 15～13 : 00 
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），出席者数＋委任状数 : 49名
（11）　公開講座
日　時 : 平成 27年 11月 1日（日）10 : 30～12 : 30





日　時 : 平成 27年 11月 10日（火）12 : 20～14 : 00




　演　題 : Nの話 ─ 社会科学におけるサンプルの問題とコンピュータの利用について
（13）　平成 27年度　第 6回定例研究会
日　時 : 平成 27年 12月 8日（火） 12 : 20～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 19名
①報告者 : 飯塚佳代（ネットワーク情報学部）
　演　題 : IT導入効果について ─ 新業務策定における組織間調整プロセスについての考察
②報告者 : 関根　純（経営学部）
　演　題 : クラウド型 DB&SNSの情報教育への適用結果について
■共同研究助成（平成 27年度）
（1）　Mallowsの Cp基準による消費者の店舗選択行動のモデリング
代表 : 高野祐一（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 中原孝信（商学部）
（2）　 デジタルファブリケーション環境における「ものづくりリテラシー」の向上と学びの共有に
関する研究
代表 : 栗芝正臣（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 中村友保（ネットワーク情報学部）
（3）　経営学教育におけるアクティブラーニング導入の検討
代表 : 間嶋　崇（経営学部），共同研究者 : 植竹朋文（経営学部）
（4）　位相的既約な全域木についての研究
代表 : 土屋翔一（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 野村亮（ネットワーク情報学部）
（5）　 音声コードを付与した印刷文書コンテンツの調査分析と考察 ─ 障害者差別解消法施行にとも
なう「合理的配慮」に関する検討に向けて ─
代表 : 植村八潮（文学部），共同研究者 : 野口武悟（文学部），河野敏鑑（ネットワーク情報学部）
（6）　Excel用の標準テストと自動採点を連動させたシステムの開発と評価
代表 : 大曽根匡（経営学部），共同研究者 : 関根　純（経営学部）
（7）　 大学キャンパスにおける緑地インタープリテーションへの活用を目的としたAR技術の導入の
検証
代表 : 岡田　穣（商学部），共同研究者 : 岩尾詠一郎（商学部）
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■刊行物（平成 27年 1月～12月）




















◆欧文誌　Information Science and Applied Mathematics, Vol. 22（平成 27年 3月発行）
① Takashi Kobayashi（ネットワーク情報学部）
　“Business State Model for Knowledge Work Process Mining”
② Takashi Kobayashi（ネットワーク情報学部）
　“Proposal of Issue Patterns for Business Process Design”
③Minoru Tanaka（ネットワーク情報学部）
　“On a Misspeciﬁed ARMA Model Fitting to a Data from Gaussian ARMA Process”
④ Youichiro Hashida and Tomofumi Uetake（経営学部）
　“Examination of a Package Design Analysis Method Using the Saliency Map”
